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「円錐鬼」の実践を行おうと思った経緯

・空間図形の単元では「立体を触った経験の差」によって
理解度が大きく異なると感じている。なるべく実物を触る機会を多くしたい。

・円錐を扱う授業では、「クリスマスツリー」などを作る実践（お茶水大教材・論文データ
ベース藤原教諭実践を参考）がある。先行実践と同様に、作ったものが何かに活かせると
よいと考えた。また、空間図形を指導する時期にあわせたものにしたい。

・円錐の展開図を描かせると、側面を三角形にしてしまう生徒が多い。
三角形では円錐を作れないということを体験をもって学ばせたい。

・単純な円錐ではなく、２つの円錐を組み合わせるなど活動が充実したものになるようにしたい。

・平面図形と空間図形の単元のつながりを演出したい。



ねらい

・円錐の側面がおうぎ形であることを具体物を操作して理解する。

・２つの円錐がちょうど重なるための条件を思考し、表現することができる。

・空間図形の単元で、平面と空間のつながりについて深く学習する必要性を実感する。

⇒ 空間図形の導入として、第１時で扱った。



配布する用紙について

① A４のカラーコピー用紙（つのを作るためのもの）

先につのを作る。コストの低いカラーコピー用紙で試行錯誤させたい。

② ８切の画用紙の長辺を半分にしたもの（本体を作るためのもの）

あえて半径１０ｃｍの円が収まらないサイズにした。

半径１０ｃｍの円を描こうとしている困っている生徒に、

「円でなければダメか？」と問いかけたい。



生徒配布
プリント



とりあえず紙を丸めてみよう。
円を切ったけど、円では円錐は作れ
ない…円に切れ込みを入れれたら
作れるかな？

円錐というくらいだから円を切れば
いいのかな…

失敗したんでもう一枚紙を
ください！

余った紙でもう１つ作って
もいいですか？

半円だと作れた！



生徒作品①



生徒作品②



完成した円錐鬼は近隣幼稚園に
持っていき、飾ってもらいました。



生徒感想①

・円錐を作るには前回の授業のおうぎ形を使って作れることがわかった。

・円錐は円では作れないけどおうぎ形で作れることが分かった。

⇒凸多面体を作るための「１つの点に集まる角度が３６０°未満である」

という条件にもつながる。



生徒感想②

・円錐鬼はおうぎ形をつくればつくれるということが分かった。

重なるようにするには中心角を同じにすればよい。

・円錐鬼を作るには、おうぎ形を作り、角がちょうどかぶさるような本体を

作るには、角の中心角と同じ角度のおうぎ形を作るということがわかった。

・角の部分と顔の部分をぴったりあわせるには、切り取る角度を同じにすれば

いいということが分かった。あまりの部分でもう１つ作れたのは、自画自賛

しちゃいます。

・円錐を作るときは、おうぎ形とみることができて、

母線の大きさが違っていても角度が同じであれば、重ねられることがわかった。



生徒感想③

＜関数的な見方＞

・おうぎ形の中心角が大きいほど、鬼が太くなり、

中心角が小さいほど、鬼が細くなりました。

・鬼の太さは中心角の大きさで決まるということが分かった。

＜その他＞

・おうぎ形で作れるのは、弧の部分が円周と同じになるから？

（円錐の側面がなぜおうぎ形でなければならないのかという疑問）


